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「
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
自

伝
」を
読
み
始
め
た
。
彼
は
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で「
民

主
的
社
会
主
義
者
」を
名
乗

り
、
ヒ
ラ
リ
ー
・ク
リ
ン
ト
ン
と

最
後
ま
で
指
名
争
い
を
闘
い
ぬ
き
、
約

４
割
の
代
議
員
を
獲
得
し
た
▼
彼
の
思

い
は「
も
っ
と
も
裕
福
な
国
・ア
メ
リ
カ
の

富
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ほ
ん
の
一
握
り
の
個

人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
下
か
ら

１
億
３
千
万
人
の
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も

多
く
の
富
を
も
っ
て
い
る
１
家
族
が
あ
る

と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
に
根
本
的
な
間

違
い
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
は
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
▼
彼
が
最
初
に
選
挙

に
出
た
の
は
１
９
７
１
年
、
３
０
歳
で
、
上

院
議
員
に
挑
戦
。
公
開
討
論
で
聴
衆
は

経
済
的
公
正
の
要
求
に「
バ
ー
ニ
ー
さ

ん
、
あ
な
た
の
言
う
こ
と
に
は
全
く
賛

成
だ
。
で
も
ね
、
第
三
政
党
に
投
票
し

て
、
票
を
無
駄
に
し
た
く
は
な
い
」。
わ

が
日
本
共
産
党
で
も
同
じ
だ
な
と
、
妙

な
と
こ
ろ
に
感
心
し
た
▼
こ
の
半
年

後
、
今
度
は
州
知
事
選
挙
に
出
馬
、
得

票
率
１
％
に「
こ
れ
は
た
い
し
た
経
験

だ
。
選
挙
期
間
中
に
提
起
し
た
問
題

は
、
州
の
政
策
の
変
化
に
帰
結
し
た
の

だ
」。
低
所
得
家
庭
の
子
ど
も
の
た
め
の

歯
科
医
療
の
改
善
だ
。
こ
こ
で
も
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
を
前
進
さ
せ
た
富

山
県
知
事
選
挙
と
ダ
ブ
る
▼
彼
は
こ
ん

な
闘
い
を
続
け
て
、
１
９
８
１
年
か
ら

バ
ー
モ
ン
ト
市
長
を
４
期
８
年
（ア
メ
リ

カ
で
は
１
期
２
年
、
下
院
議
員
も
同
じ
、

上
院
議
員
は
６
年
）、
１
９
９
１
年
か
ら

下
院
議
員
、
２
０
０
７
年
か
ら
上
院
議

員
に
連
続
当
選
し
て
い
る
▼
１
４
回
の

選
挙
戦
を
、
日
本
よ
り
も
っ
と
酷
い
マ
ス

コ
ミ
、
財
界
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
て
も
、

家
庭
の
ド
ア
を
叩
き
、
庶
民
の
声
を
聞

い
て
打
ち
破
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
す
ご

い
。
参
院
選
、
都
知
事
選
挙
を
た
た
か
っ

て
、
こ
の
本
か
ら
も
学
ぶ
も
の
が
あ
る
。 

 

 一人区 

３
年
前 

野
党 

❷
勝 

野
党
共
闘 

⓫
勝 

 

← 

「
安
保
法
制
＝
戦
争
法
廃
止
」「
憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」と
４
野
党
と
市
民
の
共
同
で
た
た
か

わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、
32
あ
る
一
人
区
す
べ
て
で
４
野
党

の
統
一
候
補
が
実
現
し
、
長
野
県
や
新
潟
県
を
始
め
11
選
挙

区
で
野
党
が
勝
利
し
ま
し
た
。
３
年
前
に
野
党
は
２
選
挙
区
し

か
勝
て
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
野
党
共
闘
の
大
き
な
成
果
で

す
。 富

山
選
挙
区
で
立
候
補
し
た
道
用
え
つ
子
氏
は
１
３
万
４
２

１
２
票
、
得
票
率
２
７
・４
％
で
、
３
ヵ
月
余
の
取
り
組
み
で
善
戦

健
闘
し
ま
し
た
。
４
野
党
の
比
例
代
表
の
県
内
で
の
得
票
数
は
１

７
万
７
１
２
６
票
で
し
た
が
、
そ
の
４
分
の
３
を
道
用
え
つ
子
氏
で

固
め
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
小
矢
部
市
内
の
道
用
え
つ
子
氏
の
得

票
は
３
８
３
８
票
、
２
２
・２
％
で
し
た
。 

改
選
３
議
席
か
ら 

 
 

６
議
席
へ
前
進  

日本共産党  

た
け
だ
良
介
氏
が
当
選  

 

日
本
共
産
党
は
比
例
代
表
で
３
年
前
比
８
６
万
票
増
の
６
０
１

万
票
を
得
て
５
議
席
獲
得
、
東
京
選
挙
区
で
の
１
議
席
と
合
わ

せ
、
改
選
議
席
３
の
と
こ
ろ
６
議
席
と
倍
加
し
ま
し
た
。
北
陸
信

越
東
海
を
活
動
地
域
と
し
て
い
た
た
け
だ
良
介
氏
も
初
当
選
し

ま
し
た
。 

 

比
例
代
表
の
富
山
県
内
の
得
票
は
２
万
７
８
６
３
票
、得
票
率
５
・

８
％
で
、３
年
前
の
２
万
７
２
０
票
を
１
・３
４
倍
に
増
や
し
ま
し
た
。

小
矢
部
市
内
に
お
い
て
は
４
９
５
票
、
得
票
率
２
・８
％
で
、
３
年
前

の
５
５
６
票
を
下
回
り
ま
し
た
が
、６
年
前
の
３
０
４
票
よ
り
前
進
し

ま
し
た
。  

市
民･

利
用
者
の 

 
 

意
見
を
募
集 

 

総
合
会
館
（市
民
会
館
）、
石
動
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
３
施
設
を
整
理
統
合
し
て
新

し
い
施
設
を
つ
く
る
た
め
の
検
討
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、

今
後
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
会
合
を

開
き
、
１
１
月
に

は
と
り
ま
と
め
を

す
る
予
定
で
す
。

検
討
委
員
会
で
は
既
存
３
施
設
の
利

用
者
代
表
を
含
ん
で
お
り
、
新
し
い
施

設
に
ど
の
よ
う
な
機
能
、
内
容
を
取

り
入
れ
る
か
、
広
く
意
見
を
交
換
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

新
施
設
は
２
０
１
９
年
度
（平
成
３

１
年
度
）に
建
設
に
か
か
り
、
２
０
２
０

年
度
の
利
用
開

始
を
め
ざ
し
ま

す
。 

 

市
民
や
利
用

者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
８
月

３
１
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
は
既
存
３
施
設
の
他
、
小
矢

部
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。 

 

    

香
川
県
で
日
本
共
産
党
の
公
認
候

補
が
野
党
と
市
民
の
統
一
候
補
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
民
進
党
県
連
代

表
と
日
本
共
産
党
県
委
員
長
が
６
月

３
日
、
次
の
確
認
書
を
交
わ
し
た
こ
と

が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
内
容
は
確
認
書
で
も
明
記
し

て
い
る
と
お
り
２
０
０
４
年
に
改
定
し

た
日
本
共
産
党
綱
領
の
内
容
を
ふ
ま

え
た
も
の
で
す
（ゴ
シ
ッ
ク
は
編
集
部
）。 

（１
）   

今
日
の
日
本
社
会
に
必
要
な
の
は
社
会
主
義
的
変
革
で
は
な
く
、
資
本  

 
 

 
 
 

主
義
の
枠
内
で
の
民
主
的
改
革
で
あ
り
、
私
有
財
産
の
保
障
が
基
本
と
な
る
。 

（２
）  

平
和
外
交
を
重
視
す
る
が
、
日
米
安
保
条
約
の
廃
棄
や
自
衛
隊
の
解 

 

 
 
 

消
と
い
う
共
産
党
の
政
策
は
野
党
共
闘
に
持
ち
込
ま
な
い
。 

（３
）  

天
皇
制
を
含
め
た
現
行
憲
法
の
全
条
項
を
守
る
。
天
皇
制
の
あ
り
方 

 
 
 

は
、
国
民
の
総
意
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

（４
）  

一
党
独
裁
制
を
否
定
し
、
議
会
制
民
主
主
義
及
び
選
挙
に
よ
る
政
権 

 
 
 

交
代
制
を
堅
持
す
る
。 

（５
）   

地
方
自
治
の
確
立
、
労
働
基
本
権
の
擁
護
、
男
女
平
等
、
信
教
の
自
由 

 
 
 

及
び
政
教
分
離
原
則
の
徹
底
を
図
る
。 

共
産
党
へ
の
誤
解
と
偏
見
を
解
く  

 
 
 
 

 

民
進
・
共
産
両
党
の
「確
認
書
」 

香川県 

 

市民と野党の共闘は私の夢 
道用悦子 

  道用えつ子さんが７月１８

日、フェイスブックで「応援して

くださったみなさまへ」と題した

文書を発表されました。その一

部を紹介します。 

総
合
会
館
、
石
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、  

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の 

 

 政府は早速、改憲

を語り始めました。政府

の狙いは緊急事態条

項。自然災害を言い

訳に、この条項をまず

通そうとするでしょう。で

すが本当の目的は戦

争です。騙されてはなり

ません。 

 

へいわってどんなこ

と？ 

「いやなことは いや

だって、 

ひとりでも いけんが 

いえる」 

 

 私の愛する絵本のこ

のフレーズを胸にこれ

からも私は活動を続け

ます。 

 野党のみなさまにも大変お世話になりました。市民と野党

の共闘は私の夢でもありました。演説会や街宣、集会などで

ご一緒させて頂きましたことは生涯の糧とさせていただきます。 

 闘いはこれからです。これからも活動は止めません。 


